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第9回公衆衛生大阪大会は大阪府，大阪市，堺市の後援を得，去る9月21日午後，大

阪府中小企業文化会館大講堂で，府内の公衆衛生従事者，地区組織活動者など約400名

が参加して開催した。

大会は梶原会長のあいさつで始まり．公衆衛生・JT-菜功

労者表彰，来賓祝辞のあと，バネルディスカッション

「公衆衛生面からみたまちづくり」が開かれた。

＇ーパネルディスカッション
I I 

-「公衆衛生而からみた街づくり」一i

―万国Fりを 4 年後にひかえて—

このパネルディスカッションは木大会開催のために設

けられた 3つの分科会の討議の内容を総括発表し，併わ

せて会場からの討論を交えてまちづくりの問題点を多

面的に検討するもので，司会は本協会副会長で府公衛

研の古野秀雄所長，演者に中山信正（大阪市衛研所

長），井田直美（池田保健所長），小川静子（東淀川保

健所），島崎桁j(大阪府医師会），岩井豊明（大阪府‘梢

神衛生相談所長），小松志づ（大阪厚生年金病院）の語

先生方を迎え討論を展閲した。

各分科会からの発表内容は次のとおり。

＞ 
＞ 
—第 分 科 ム．＜コー•―

＜ 

に取上げられねばならないc このためには ①各家庭毎

の浄化槽， ② 団地，あろいは町村単位のコミュニテ

ィ・プラント， ③都市ごとの公共下水道の 3つの方法

がある。大阪府下では大阪市をはじめ公共下水道の事業

が各地で行なわれており，紅庄川，猪名川の流域下水道

は芥手されている。公衆衛・生に従軍するものの立場から

あるいは地域住民の立尉から屎尿処刑の合理的解決を一

nも早く述成するために，その菫要性を強凋。

＞ 
＞ 
—第 2

 
分科

A <...、
:z:;. 

＜ 

「保健と福祉の面からみたまちづくり」で， 9月14日，

大阪府］［戒旦会餡で分科会を開いたr この分科会の席上発

表されたある保健婦の;;Jj問心録は大阪のいたるところ

ですすめられている「まち」の外形のあわただしい移り

「生活閃塩而からみたまちづくり」で' 9月の131」，

大手前会館で分科会を1附いた。生活環燒をよくするため

の努力はあらゆる方而にわたるが大阪府のように急辿

に都市化していろところでけ，屎尿の介狸的処理が真先
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パネル「公衆衛生面からみた街づくり」



変りのなかで， まだまだi},jたさオしない生命をやっと支え

合って生きで，ヽる2・＼や子供た＇うか無敗にしヽ ることを指

伽した。虞方なしヽ，—f供の辿び場かな I; ，ヽ老人のしヽ こし、

のJり沿少なしヽ ．公，1::fJ発牛すふ 生活か花し tヽ':;;々 , tヽ

翠迎められている「まぢ」づくりは他虫を守るところか

健原の破j災すらともなうことがある。自分たちの生活や

健康を守るためには主婦をはじめとするあらゆる）凶の人

々の力を大きく結染しなければならない点を強謁。

>
>
-

—第 3
 
分 科 会一一

く
く

「未11i祉l衛生の而からみたまちづくり」で， 9月13日，

大阪府職員会館で分科会を開いた。この分科会は人生を

幼年期，青ii:年期，老年期の 3つの時期に分けて考え，

それを貫ぬく精神衛生行政という 4つの立場から検討し

た。幼年期の問凶として，住宅，尚業，工業， J塁山村地

域ごとの 3オ児の，J月丘を行ない家庭内牲恨形式について

地域的な相迩を検ふJ-, 百年期の問題としては， •Jf.業所の

粕神衛生行理の視況とt11lネ111障＇占位の治ゆ後の I/成場復帰に

ついて検討，必年期の問題としては，必人の社会への有

機的なつながりをどう保つかを中心に検討し， さらに粕

神衛生行政の面では，出行のI'.広招保降の祝況，保姓｝折に

おける精神衛生菜務などを中心に問題を検ふJ-した。

最後に 3つの分科会から提起された問題は個々の家庭

生活をとりかこむ広範な領域を占め，いずれも現在の公

衆衛生の甚本的な問赳でもある勺より住みよい‘まち、

を形成するための条件として，柑実にとりくむ意欲的な

姿捨が大切であるという司会苔のしめくくりでこのパネ

Jレディスカッションを終った。

ー公開座談会ー 一

--~ 「よりゆたかな生命の充実を」一I 

続いて公聞座，；炎会「よりゆたかな生命の充実を」に移

いても，平系できないことを博屁会を契段にやるという

ことと，少のある）叫灼的なものを I•炉邸会に出品するとい

うこととははっきりと分けて考えるべきだ，むしろ理想

という発言があった。司会の梶原会長からは，「rm界．
に示そう 1俎屯大阪」がどこまで実現可能か，

り国博のサった。 この座談会は)j国1しりを 4年役に控え．

プテーマのひとつでおる「よりゆたかな生命の充実を」

をいかにして貝現十ろかを語合うもので，司令をーに協会

の梶馬［三郎会長，それ：こ` 広瀬・,,『'I二I/;同博烈会t位翌記将

部連＇揺課反）， 水川学（大阪大学l及学部孜授）， 小松/i・ぶ

（作家）の三氏を揺き，各々の立場からの発言を父えた。

この座談会での各氏の発言内容は大体次のとおりであ

った。まず）j国1導買会協会の広淮氏からは万国博買会の

役割，性格についての説明で， 「回を追うに従ってその

内容が変化している万国博は初期の産業博詞会的なもの

よりだんだん文化 l•!J.屁会的なものにかわり，さらに現代

では民間の文化交流の場として，人間全体を語るといっ

た傾向が強まってきている。万国博の性格としては， i崖

文見本市的な面，知識啓父的な面，娯楽的な面の三つが

杓えられる」と述べられた。

次いで作家の小松氏からは， 「公衆衛生面の事尤につ

的なものをこの隙若えるべきであろう」との発言があ

り，阪大の水田教授からは「来たるべき社会のある姿，

彦’••の社会とはどんなものなのか，少をもった社会生活を

築くために，その条件として，上下水，住宅など現在で可

能な最高のものをつくりだしたい。そのためには他力本

穎ではなく，まず自分自身の身辺の整理からはじめるの

も一つの方法だ。みんなで美しいまちづくりをするとい

う気持を刀国博0)泊神的モニュメントとして培いたい」

5年後まで

にどこまで泣成できるか，現在の日木でここまでできる

のだということを示していただきたい」ことなど発言が

あり座談会は地味な括し合いのなかにも万国博に対す

る連没的な，;cj議忙終始した3

公はこのあとぢJJIIl1企且のH,意；<I) 0とに人公‘臼，］を採

決し，硲を閉じた。
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